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研究成果の概要（和文）： 

本研究は幼小移行を園文化から学校文化への移行という文化的観点から、3 対象調査により検

討を行った。第 1 は、描画と面接での短期縦断卒園前と入学後の日本と台湾の子どもの比較文

化調査である。幼児の不安は仲間関係や生活全般であり、台湾が学業不安が高いのとは対照的

であった。物理的差異から文化的規範の差異の認識に時間がかかることも明らかにした。第２

の保護者縦断質問紙調査の日台比較からは、日本の保護者の方が基本的生活習慣・集団生活・

情緒・人間関係への期待が高いことを明らにした。第３に幼小人事交流教師調査により使用語

彙の相違、幼少人事交流での適応過程の相違を明らかにした。 
  
研究成果の概要（英文）： 
   This study examined Japanese children's transition from early childhood education to 
elementary school education through three different components.  At first, the authors 
conducted interviews of children in Japan and Taiwan and surveys of parents before and 
after entering elementary schools to look for changes and differences of their perceptions, 
anxieties, and expectations of schooling. Japanese children tend to have more anxieties 
of peer relationships, learning, or school lunch, while Japanese parents would have 
expectations for basic life skills, group lives, emotional development, or peer 
relationships.  The authors surveyed kindergarten and elementary school teachers, 
regarding vocabularies and pedagogical views, plus surveys of teachers who experienced 
exchange between kindergartens and elementary schools. It was suggested that kindergarten 
and elementary school teachers have different views at the level of their vocabulary and 
different trajectories of accommodating different school cultures. 
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との関連が特に問題とされるようになって
いる。OECD発行の『世界の教育改革』（2000）,”
Staring Strong”(2002),”Starting Strong2”
(2006)のいずれでも指摘されているように、
幼児教育から小学校教育への接続時期とそ
のカリキュラム、教育方法、教員免許等のあ
り方は、生涯学習を形作る上での重要な問題
とされてきている。そしてその接続のあり方
の多様性もまた指摘されてきている通り、文
化的、社会的な要因としての子ども観や教育
観によって異なってきている。ヨーロッパ幼
児教育学会（EECERA）では幼児教育から小学
校への transition研究は特集号を組んだり、
多くの実証研究が 2000 年以後出されてきて
おり(Fabianne,2002)、イギリス国立教育研
究所（Nfer）においても、子どもと親、教師
に対して、大規模な移行調査を実施し、その
報告を 2005 年にまとめている(Sharp et 
als,2006)。筆者らは英国国立教育研究所の
研究担当者を招聘しその詳細な報告内容を
学んできた。欧米の移行研究では主観的な心
理経験として教育の差異がどのような子ど
もにいかなるストレスや学習での困難を与
えるかを明らかにしてきている。またアジア
各国でもシンガポールが接続を意識し 2006
年より小学校１，２年を少人数学級に、また
台湾でも教育課程基準の改訂、韓国において
も５歳の無償化等が検討されてきている。 
 日本においても、今回の学習指導要領、幼
稚園教育要領の改訂にあたっては幼児教育
と小学校教育の接続が一層明確に記述され
ることになっている。しかし政策的には幼小
連携やカリキュラムの接続が推進されてい
るが、実際に幼児教育から小学校教育へのこ
の文化間移行が、国によってどのように異な
るのか、またその移行を実際に経験している
子どもと保護者、また両方の教育に携わる教
師がどのようにこの移行を認識しているの
かと心理的側面に関しては、大規模な縦断研
究はわが国では行われておらず、実証研究が
ないままに教育政策や実践が進められてい
るという事実がある。そこで実際に移行をす
る子どもと親への移行を追跡する縦断研究、
人事交流等で実際に幼小の学校園の移行を
経験した教師への聞き取りという移行する
主体側の認識の検討という着想にいたった。 
 幼小の教師の差異に関しては、平成１６－
１８年度の科学研究費基盤研究Ｂ「幼児期か
ら児童期への教師の発達観の比較調査研究」
（代表秋田喜代美）では、教師に焦点を絞り、
実際に幼稚園での保育場面と小学校の授業
場面のビデオクリップを作成し幼稚園教師
７５名、小学校教師２２名の協力を得てその
ビデオクリップを視聴して、思考を記述して
もらう調査を行い、その記述の質的分析を行
うことによって、小学校教師は幼児教育、小
学校教育共にどのようにして指導するかと

いう教師側の発言と教室全体の雰囲気、学習
内容に言及することが多いのに対して、幼稚
園教師が子ども自身の考えや自発性、仲間と
の関係を主軸に語ることが多いこと、また各
ビデオクリップへの内容分析から教育・学習
環境の捉え方の相違、教育の意図の認識と計
画性の相違、遊びの価値認識の相違、幼稚園
教師と小学校教師の認識の相違となる点が
明らかになった（鈴木他,2005）。しかし小学
校教員も幼稚園教師も学校間差、園差がかな
り広く見られることもまた明らかになった。 
 そしてビデオ視聴時に同じ語を教師が使
用するにも関わらず、使用される文脈は異な
ることから、「子ども中心」「教師中心」「子
ども理解」等、教師が語りの中で高頻度で使
用する８語彙を抽出し、その語彙の連想語彙
を記述させる自由再生法により、幼稚園教師
９２名、小学校教師１０１名を対象に調査を
実施した。その結果として、たとえば「教師
中心」という語の持つ意味を小学校では「指
導」、幼稚園教師では「教師のペース」とい
ったように差異概念が明確となった（野口他、
2003,2004）。しかし実際に、それが幼児期か
ら小学校最初の指導においてどのような相
違となり、移行を経験する子どもと保護者は
それらをどのように捉えているかは明らか
ではない。また教師においても同一教師の移
行経験による比較ではない。 
 また文化による教師の認識の相違につい
ては、平成１６－１８年度科学研究費基盤研
究Ｂ国際学術「幼児教育における教師の保育
観の日米比較文化研究；ビデオ刺激法による
検討」（代表小田豊）において、日独米の教
師の比較分析研究を実施し、米国６０名、ド
イツ７４名の幼稚園教師と日本の７５名の
幼稚園教師の同一ビデオクリップへの認識
の相違を検討してきた（芦田他,2005）。 
 その中で日本対欧米という枠組みではな
く、日本の教育の独自性を考えるために、ア
ジアの中での比較の必要性を考えるにいた
った。そこで幼児教育から小学校教育へとつ
ながる教育方法として、プロジェクトアプロ
ーチに焦点をあて、2004 年、2005 年と２回
東京大学でアジア幼児教育会議を行い、幼児
教育における学習とプロジェクトアプロー
チを各国がどのようにとらえるのかという
問題を、日本・中国・台湾・香港・韓国の５
カ国の研究者で議論を行ってきた。 
 日本、韓国、台湾はいずれも急速な近代化
の中で、小中学校教育において、アジア型教
育といわれるような一斉型の効率的教育を、
儒教精神に支えられて行ってきた典型的な
３カ国である。その小学校教育への就学前教
育としての幼児教育と小学校教育の接続の
あり方の接続の問題を、移行者の側から実証
的に検討することで、幼小教育の比較参照軸
を得ることができると考えられた。 



 

 

２．研究の目的 
 本研究の目的は、第 1に、日本での幼稚園
年長児 5 歳クラス 2、3 学期から同一集団の
子どもが小学校へどのように入学し移行す
るのかという点を、保育ならびに教室観察と
絵画と語りによる面接を縦断的に実施する
ことによって、移行期の子どもの各時期の特
徴を明らかにすることである。その際に、イ
ギリス国立教育政策研究所が幼児の面接調
査に対して採用している描画法とお話づく
りの方法によって、子どもに幼稚園と小学校
がどのような場として認識されているかを
検討する。また、あわせてその子どもの保護
者への 2回の質問紙調査によって、入学前と
入学後で、親の意識の変容や不安・期待の質
の相違を検討する。 
 第 2には、第 1の点を関連して、現在人事
交流制度によって幼稚園と小学校の両方を
経験した教師を対象にして、園と学校での教
育観や指導観、具体的指導行為等における教
師文化の差異、移行に伴っていかなる経験が
教師においてなされているかについて、調査
を実施することである。 
 第 3には、アジアにおける比較文化研究と
して、韓国・台湾における幼稚園から小学校
への移行について調査を行うことである。特
に台湾においては、子どもに対する縦断移行
調査研究ならびに保護者の移行に関する意
識を調査し、日本との比較検討を行う。その
上で、アメリカ合衆国やヨーロッパなどにお
ける小学校への移行研究について示唆を得
ることで、日本における幼児期から小学校へ
の移行について検討を行うことである。 
 
３．研究の方法 
 平成 19年より 22年までの間に実施した研
究内容として、第一の目的に関して、幼稚園
年長 5歳児の 2、3学期に絵画と語りによる
面接調査を実施し、その後、同一の子どもた
ちが小学校へ進学した時期に再度同じ手法
を用いて面接調査を行った。同時に、対象と
なった子どもたちの保護者に対して小学校
の入学前後に質問紙調査を行った。それらの
結果から、子どもたちが捉える幼児期の教育
から小学校への移行について分析した。さら
に保護者についても、幼児教育・小学校教育
に対する認識を分析した。 
 目的の第 2にかかわるものとして、幼稚園
と小学校の間でなされた人事交流の経験者
を対象に質問紙調査ならびに聞き取りを行
った。特筆すべき事例として、京都市が取り
組んだ人事交流について、詳細な検討を行っ
た。また、乳幼児教育学会において、人事交
流を経験した教員を招聘し、シンポジウムを
開催した。さらに、ビデオ再生刺激法を用い
て幼稚園と小学校の教師らに対して調査を
行い、子どもの発達の諸側面と保育や教育が

それらをどのように伸ばしていくかという
ことについて、量的・質的分析検討を行った。
また、教師文化の醸成について、幼稚園教師
がもつ語のイメージに関して、経験年数によ
る変化を見いだすための比較検討を行った。 
 目的の第 3にかかわるものとして、韓国に
おける幼小連携に関するカリキュラムや制
度改革について資料を分析すると共に、現場
の教師や校長らに対して面接調査を行った。
さらに、アメリカ合衆国と韓国の研究者を招
聘し、日本保育学会においてシンポジウムを
開催した。そこで各国の実践や日本における
小学校への接続に関する現状などを交流し、
意見交換をすると共に、日本のあるべき方向
性について検討を行った。また、ドイツの研
究者の報告により、小学校への移行の制度
的・教育的流れについて検討を行い、アメリ
カ合衆国における移行研究についても、先進
的取り組みをしている研究者を招聘し、小学
校教育への移行について示唆を得た。 
 
４．研究成果 
 幼児教育から小学校教育への移行過程の
検討にかかわる 4年間の研究を通して、日本
の子どもたちが小学校へあがることについ
てどのように考えているか、あるいは保護者
がどのように幼児教育と小学校教育をとら
えているかが浮き彫りにされた。また、教育
を行う側である、幼稚園教師と小学校教師の
間に、教育観や指導観、発達観などに違いが
あることも明らかとなった。そして、国際的
な比較文化研究によって、日本の教育が特徴
的にもっている状況と、他にさまざまなアプ
ローチが考えられることが示唆された。 
 子どもを対象とした研究では、どのような
不安を経験しているかが主な焦点となった。
他者への不安、学習への不安などの他に、先
生に怒られるのではないかといったものや、
給食が食べられるのか、といったものまで、
子どもたちのもつ不安は多岐にわたる。しか
し、台湾などとの比較を見ても分かるように、
日本の子どもたちは、教師に対する不安より
は、友だちと仲良く一緒に過ごせるかの方が
重大な問題となっている。これは、日本の幼
稚園や小学校が、子ども同士のかかわりを重
要視しており、活動そのものに子ども同士の
相互作用を促すような仕組みになっている
ことが要因となっていると考えられる。また、
子どもの認識が、小学校での活動内容という
よりも、物理的環境から入ることが多く、そ
の後に活動や行動様式の相違の認識へと進
んでいくことが明らかとなっている。子ども
たちが最初に戸惑うのは、まず学校の大きさ
や運動場の広さなどであって、今まで幼稚園
などで自分たちのサイズに合わせて環境が
整えられていたところから、一気に高学年も
含めた年齢の高い児童に合わせた環境に入



 

 

れられることが困難を生じさせる原因にも
なっていると思われる。 
 これらの研究から、子どもたちが小学校と
いう「場」に慣れることが重要であることが
分かる。交流活動などで小学校の敷地に入る
のは、移行をスムーズにするために一定の効
果があると考えられる。しかし、不安の軽減
という点では、友だちと仲良くできるかどう
かというのが第一であり、その意味では入学
当初に子どもたち同士がお互いの関係性を
良好にもつことができるような工夫が必要
であろう。子どもが学校に期待することとし
て、身体活動をすることを挙げているものが
多かったが、最初の段階で机に座って生活上
のルールを一斉に指導するのではなく、体育
館や運動場で身体を使いながらお互いを知
ることから始めることが効果を生むのでは
ないかと考えられる。 
 また、保護者が経験する移行については、
特に「基本的生活習慣・集団生活・情緒・人
間関係への期待」は幼稚園の時よりも小学校
の時に高い期待をもっているという結果が
出されており、集団行動に向けた期待が大き
く占めていることが明らかとなった。その場
合、幼稚園の時の集団への適応度、教師への
信頼などが大切であることが分かってきた。
つまり、幼児教育の段階で、子どもたちが集
団に適応していれば、保護者は小学校でも同
じように適応できるものと期待できるので
あり、幼稚園や保育所においては、子どもた
ちの社会性を育てておく事が結果的に小学
校へのスムーズな移行を促進すると考えら
れる。 
 一方、教師の側としては、幼児教育と小学
校教育は互いに異なる文化を形成している
ことが明らかとなった。人事交流などによっ
て、教師自身が幼児教育から小学校教育への
移行を経験することで、両者の文化の違いが
より明確に捉えられる可能性があることが
示唆された。今までの自分のやり方が通用し
ない場面に出くわすことで、これまで自明の
ものとしてあった教育に対する捉え方や考
え方を再考する必要が出てくるのである。そ
の中で、自己の専門性を生かすようにしなが
ら新たな文化に適応しようとする姿が見ら
れた。特に、小学校教師が幼稚園における学
びの大切さや、その学びが遊びの中から生ま
れてくるという現実を目の当たりにするこ
とは意義深い。そうした異文化への適応過程
において生み出されたアーティファクトは、
いずれお互いの文化を変化させるものとし
て作用するのではないかと考えられる。京都
市の人事交流を経験した教員らが開発した
スタートカリキュラムなどは、その好例であ
る。 
 しかし、全ての教員が人事交流を経験する
というのは現実的ではない。本研究の中では、

幼稚園と小学校の教師が、まずは語彙レベル
で考え方が異なっていることが明らかとな
っているが、教師が自分たちの文化の中にあ
って、その文化特有の認識を形成しているこ
とに気付くことが必要であろう。子ども理解
といったような、両方の文化で頻繁に使われ
ている用語について、全くことなった解釈や
前提があることを理解するだけでも、双方の
間の溝を埋めるには有益であると考えられ
る。また、教育活動と子どもの発達について
の捉え方も、幼稚園の教師の方が広く学びの
可能性を捉えているのに対して、小学校教師
は特定のねらいに沿って活動の意義を理解
しているといったことは、子どもの活動に対
する考え方の違いの一端を示している。それ
は、それぞれの強みであると同時に、お互い
に学び合える可能性があることも指し示し
ているといえる。 
 小学校への移行の問題は、日本だけでなく、
アジアや欧米の各国で課題となっている。そ
の中にあって、それぞれのアプローチの違い
があることも、一連の研究を進める中で指摘
された。韓国は、スタートカリキュラムの必
要性を認識し、教科書を作成するなどして、
全学校において子どもたちがスムーズな移
行ができるように促している。また、台湾で
は、本研究から派生して手引書が出版され、
幼小接続に関する方向性が出された。こうし
た動きは、今後も続くであろうと考えられる。 
 各国の先進事例から学ぶことができるの
は、例えば台湾で行われているプロジェクト
型の活動や学習である。幼稚園においても、
プロジェクトが公立や私立の園で行われて
おり、多くの実践例が報告されている。また、
私立の幼小一貫校では、小学校卒業までを通
した形で、プロジェクト型の学習が行われて
おり、幼小の教育文化を一貫したものにしよ
うという試みが行われている。今後は、日本
においても幼児教育と小学校教育との間で、
一貫した教育理念のもとで子どもを教えて
いくことが進められなければならないであ
ろう。 
 今後の課題としては、幼児教育・小学校教
育のそれぞれの段階において、保育・教育の
質を問うような研究が必要と思われる。その
際には、例えばアメリカ合衆国においてピア
ンタ教授らが行ったように、一定の基準で研
究を一貫して行うことが重要であると考え
られる。子どもや保護者、教師の捉え方だけ
ではなく、クラスの環境をはじめ、教育の方
法や質をその効果を縦断的に測定するよう
な研究が望まれる。その上で、どのような教
育が移行期をスムーズにするために求めら
れているか、またそれがどれだけ効果がある
かを見るような研究である。その知見によっ
て、学校や園そのものが子どもたちの思いや
ニーズに応えられる、ready schoolとして成



 

 

立しなくてはならないと同時に、社会全体が
子どもたちの学びや育ちを支えていくよう
な、ready society となることが求められよ
う。 
 今回の研究では、縦断的ではあったが短期
間で調査を行ってきた。そこで得られた心理
的なマイクロな視点では、子どもたちが経験
する移行をとらえることができた。しかし、
そこには地域ごとの文化や、個々の園・学校
文化の視点を取り入れることはできなかっ
た。また、子どもの主体性がそれぞれの教育
活動の中でどのように発揮されていたかと
いったような視点では、接続や移行の難しさ
を語ることはできなかった。さらに、障がい
を持った子どもたちが経験する移行など、
個々の状況や背景に応じた知見も得ること
ができなかった。今後は、地域社会の文化や
個人差、長期的な視野に立った縦断的な実証
研究によって、幼児教育と小学校教育をどう
改善していくかについて、具体的な提言がで
きるような研究を進めていくことが、我われ
の研究グループに課せられた使命であると
認識している。 
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